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１．はじめに 

富士山は火山であり，いつ活発な状態になってもおかしく

ない．そのため，富士山において火山性ガスをリアルタイム

で一年を通して分かるようになれば，防災に役だてることがで

きる．しかし，大気微量成分の観測には高価で大型の計測装

置が必要であり消費電力も大きいため，富士山頂で商用電源

が利用できない期間（夏季以外）での測定は困難である．そこ

で本研究では，電力消費の少ない火山ガスセンサーを用い

て富士山頂でのリアルタイム通年観測を行えるようにした．ま

た,山頂以外からの噴火も起こりうるため,小型のシステムを携
帯で様々な地点で火山性ガスを測定できるようにした． 
２．小電力の火山性ガス(SO2, H2S)センサー 

火山性ガスとして二酸化硫黄(SO2)および硫化水素(H2S)の
測定をおこなうようにした．小電力で動作するAlphasense社の
電気化学ガスセンサー（SO2-B4および H2S-B4）を用いた．性
能評価のため，実験室内における標準ガスを用いた SO2計と

の比較測定実験では数ppbまでの低濃度の SO2の検出が可

能であった．しかし，実際の大気の観測においては温度など

の影響を受けてガスセンサーの出力値が数十 ppb 変動をし
てしまった．そのため，低濃度領域での正確な測定は困難で

あることが分かった． 
３．実大気での火山性ガスの検出（大涌谷での観測） 

実際の大気で火山性ガスを検出できるか確認するため，箱

根大涌谷において大気観測テストをおこなった．乾電池でガ

スセンサーやデータロガーを動作させるようにした．火山性

ガスの影響をうけた地点では数百 ppb となる SO2および H2S
が検出され,実大気でもこのセンサーにより近傍から発生した
火山性ガスを捉えられることができ噴火の影響をとらえる用途

には使用できることが確認できた． 
４．富士山頂での ELTRESを用いた越冬観測 (2019年夏～) 
防災の用途には，SO2および H2S の観測値をリアルタイム

で把握できる必要がある．そのため,商用電源がない期間でも
富士山頂から測定データを通信する機器が必要になる． 

ELTRES は SONY が開発した低消費電力長距離通信

（LPWA）である．ELTRES によりガスセンサーの電圧出力を

通信するようにした．2019年夏の閉所時に SO2センサーおよ

び H2S センサーと ELTRES を寒冷地用のバッテリー数個で
動作させるシステムを設置した． リアルタイムで転送された
データは本NPOのウェブサイト上で一般に公開し閲覧できる
ようにし,越冬観測データのリアルタイム公開に成功した． 
H2Sセンサーが 2020年4月に，SO2センサーが 2020年7月
に故障して濃度を正確に測定することができなくなった

が,ELTRESはその後も動作し続け 2021年 7月に山頂でメン
テナンス作業を行うまでデータを転送し続けた（2020 年夏に
富士山頂でのメンテナンス作業が不可能であった）．通常な

ら翌年夏にメンテナンスを行えるため,このシステムにより火山
性ガスの越冬モニタリングが行えることが確認できた． 
５．商用ELTRESでの富士山頂観測（2021年夏～） 

ELTRESが一般利用の商用化が始まったため,2021年夏の

終わりからは商用のELTRESを利用して火山ガス越冬観測を

行うようにした．これまでの経験から越冬に必要な２個の寒冷

地用バッテリーにより電源供給をおこなっている．商用機材の

不具合等もあるが,山頂での火山性ガスの観測値をリアルタイ

ムで閲覧できるウェブサイトを作成し,どこからでも状況を確認

できるようにしている． 

閲覧サイト    https://www.fujimonitor.org/volcanic_gas_list 

６．太郎坊での火山性ガス測定 

噴火は富士山頂以外の地点からもおこる可能性があるた

め,他の地点にも火山性ガスモニタリングを増やしていければ

より効果的な防災情報を得られる．バッテリー１個だけで野外

に設置するシステムを作成し,5 合目付近にある太郎坊にお

いてテスト観測をおこなっている． 

７．登山道での観測（濃度マップの作製） 

さらにさまざまな地点で測定を行うために,乾電池駆動で携

帯できるシステムを作成した．これを携帯して富士吉田ルート,

御殿場ルート,須走ルート,宝永火口で測定し,火山性ガスの濃

度マップを作成した（図）．また,携帯端末での測定位置・濃度

をリアルタイムでウェブサイトに表示でいるようにし,測定結果

をより活用できるようにした． 

 

図 富士山の複数の登山道での濃度マップ 
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